
「永遠」   

〈はじめ に〉  

この世に 絶対の関 係など存 在しない 。  

これがこ の本を読 んだ私の 結論だっ た。この 「舞姫」 という話 が私たち に教えて くれ て い

ることは 、いつの 時代も人 と人とに 絶対の関 係などな く、いつ かは何で らかの理 由で 途 切

れてしま うものだ という事 だと、私 は思う。 だから期 待したり 、望む事 は意味が ない 事 だ

と…。ま た、私が この結論 に至った 背景には 、この話 だけでな く、私自 信の過去 も影 響 し

ている。 高校生と いう子供 から大人 への移り 変わりの 大きな時 期に、私 が強く「 絶対 の 関

係などな い」と思 った事も あり、今 回この事 について 書きたか った。  

 

〈本論〉  

人と人と の間にお いて絶対 と呼べる 関係など この世に ない。こ こでいう 「絶対」 とは 「 永

遠」とい う意味だ が、私は 永遠に続 く関係な どないと 思ってい る。いき らお互い が愛 し 合

っていた としても 、その関 係が一生 続くとい う保障は どこにも ない。今 回の「舞 姫」 か ら

それがひ しひしと 伝わって きた。本 文に「余 が彼を愛 づる心の にはかに 強くなり て、 つ い

に離れが たき仲と なりしは この折な りき」、 「捨て難 きはエリ スが愛」 、「この 間余 は エ

リスを忘 れざりき 」とある ように、 豊太郎は エリスの 事を心の 底から愛 していた 。そ れ に

加え、エ リスのお 腹の中に は二人の 子供がい たのだか ら、これ から先は 共に生き てい く と

いう二人 の人生の ストーリ ーが最も 普通であ り、そう なるべき であろう 。  

しかし豊 太郎は違 った。自 分の名誉 と地位を エリスよ りも優先 し、日本 へ帰ると いう 結 論

によって エリスを 裏切った 。たしか に、豊太 郎が眠っ ている間 にいろい ろな出来 事が 一 気

に進んで いったた め、裏切 ったわけ ではない という考 えもでき るが、で はなぜ友 人の 相 沢

や大臣に 対して、 断らなか ったのだ ろうか？ もし本当 にエリス の事を愛 していた のな ら 、

断るはず だ。  

また、本 文に「君 を思ふ心 の深きを 底をば知 りぬる」 、「我が 愛もてつ なぎ留め では や ま

じ。」とあ るように エリスの 豊太郎に 対する愛 情がどれ ほど大き なものか 知ってい ながら 、

豊太郎は エリスを 裏切った 。愛する 人より何 より自分 の名誉を 選んだ男 だ。  

豊太郎は 「舞姫」 の冒頭で 次のよう にも述べ ている。 「人の心 の頼みが たきは言 ふも さ ら

なり、我 と我が愛 さへ変は りやすき をも悟り 得たり。 」あんな にも愛し ていた人 への 想 い

さえも、 変わりや すく、人 の心とい うのはあ てになら ない事を 自分自身 で自覚し てい た 。

絶対の関 係などな いのだ。  

 

〈まとめ 〉  

ただ、一 つ分から なかった 事は、豊 太郎はエ リスへの 気持ちを 心変わり したかど うか と い

う事だ。 本文では 、自分は 心変わり をした、 と言って いるが「 浮き世の 憂きふし をも 知 り



たり」と いうふう に後悔し て辛く思 っている 。心変わ りをした というの なら、な ぜ相 沢 を

そこまで 憎む必要 があるの か。  

冒頭で述 べたとお り、私の 過去の経 験からし ても、こ の世に絶 対の関係 などない 。そ れ は

家族に対 しても友 達に対し てもあて はまる事 だ。いく らそれを 望んだと しても、 結局 永 遠

に続くな んて保障 はどこに もない。 ただ…だ からとい って私自 信その絶 対の関係 を信 じ て

いないわ けではな い。いや 、むしろ 信じたい 。そうで なければ 何を目的 として、 人と の 関

わりを続 けていけ ばよいか 分からな くなる。 永遠など ないと断 言してし まえば、 人と の 関

わりすら 、私の中 で無意味 なのにな ってしま う。  

また、も しも私の 考える「 この世に 絶対の関 係などな い」とい う定義に のっとっ て人 生 を

歩むとし たならば 、それを 覆すよう な生き方 をしてい きたい。 これから は、永遠 とい う 名

の絶対の 関係を築 ける人と 共に生き ていきた い。  


